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NO,２５-3６ ２０２５年１２月１４日 

＜年間テーマ＞  新しい歌を主に向かって歌え 
＜ 聖 句 ＞ 

詩編 100：1～3 

全地よ、主に向かって喜びの叫びを上げよ。／喜び祝い、主に仕え、

喜び歌って御前に進み出よ。／知れ、主こそ神であると。 

主はわたしたちを造られた。／わたしたちは主のもの、その民 

主に養われる羊の群れ。 

コリントの信徒への手紙Ⅱ５:17 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。

古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。 

≪神戸教会は 2025 年に宣教開始 75 周年を迎えます。≫ 

「私たちはどうすればいいのですか」 

主イエスの宣教が始まるに先立って、エリサベツとザカリヤの子ヨハネ、すなわちバプテスマのヨ

ハネが立てられました。ヨハネはイザヤ書の言葉にある「主の道を整え、まっすぐにする」役割を与え

られた人であり、その言葉は、主を待ち望むアドベントの時期にいっそう深く響いてきます。「声」が響

いたのは「荒れ野」で宣教したヨハネを通してでした。「差し迫った神の怒りを免れられると、だれが

教えたのか。悔い改めにふさわしい実を結べ。『われわれの父はアブラハムだ』などと言うな。」ヨハ

ネの語りかけは厳しいものですが、背景に、神の民であると言いながら真実には神の思いを生きよう

としていない状況があったと思います。ここで語られる神の「怒り」とは、人間的な感情の爆発ではな

く、「悪と不義に対する神の公正な反応」を意味します。それは、神の愛の裏側にあるもう一つの側

面です。/人々は、「では、私たちはどうすればよいのですか」と尋ねました。自分たちの今までの在り

方が、神の思いから外れていたことに気づいたからです。ヨハネの答えは具体的です。人々の声や

困窮に気づき関わること、自分が搾取や抑圧の側に立っているならそれを改める事をそれぞれの人

に示したのです。/小さな姿で生まれ、人々の痛みのただ中で神の思いを生きてくださったイエスを、

キリストとして告白する備えをさせてくださいと祈り、表したいと思います。【井形英絵】 

 

 日本バプテスト連盟   神戸バプテスト教会 
牧 師 井形 英絵 

主 日 礼 拝       毎日曜日  午前 10：30～11：45 

共育のひろば    第 1・2日曜日  午前 11：45～12：40（成人クラスＡ・Ｂ・C） 

 第 2・3・4 日曜日  午前 11：45～12：40  （小学生クラス） 

幼稚園Ｃ・Ｓ        日曜日  午前 9：00～10：20(1月 18･25 日) 

ひまわりひろば      日曜日  午前 9：00～10：20(1月 18･25 日) 

祈 祷 会          毎水曜日  午後 19：00～20：15 

教会についてのお問い合わせ、バプテスマの希望や他教会からの転入、またご相談のある方は 

牧師、又は教会事務局までご連絡ください。 

    〒650-0003 神戸市中央区山本通 1-7-27  TEL078-231-7187  FAX078-221-5252 

ホームページ：kobe-church.com   事務局Ｅメール：jimukyoku@kobe-church.com 

mailto:jimukyoku@kobe-church.com


＊印はご起立願いますが、体調の悪い方などはお座りのままご参加ください。
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◆本日報告の中で幼稚園の活動共有があります。礼拝後は共育のひろば、午後は役員会が行われます。 

◆12 月 21 日(日）はクリスマス礼拝です。礼拝後は愛さん会と祝会があります。愛餐会は持ち寄りの昼食会となりま

すのでご協力をお願いします（掲示板の表へ記入をお願いします）。愛餐会後 14:00～クリスマスイブ礼拝の会場準

備とリハーサルを行います。15:00～75周年実行委員会が行われます。 

◆12 月 24 日（水）クリスマスイブ礼拝は 19:30～です。クリスマスの案内ができています。どうぞご家族、お知り合い

の方をお誘いください。 

〇オンライン礼拝のためビデオ撮影を行っています。（10:27～終了まで）○礼拝堂 2 階でお子さまと一緒に礼

拝をお守りいただくことができます。〇第 1週は託児があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祈りの課題 

１、 神戸バプテスト教会2025年度の福音宣教、諸活動のために。宣教開始75周年を心に留めて。 

待降節、クリスマスへの準備のために。 

２、 光の丘幼稚園園児・保護者・教職員ために。新年度の入園児が与えられますように。12日クリスマス礼拝のために。 

３、 井形英絵牧師の働きと健康が守られますように。 

４、 能登半島豪雨・地震、宮崎地震、山形大雨災害など、世界各地で被災された方々、支援しておられる方々のために 

５、 イスラエル、パレスチナ、スーダン、ミャンマー、アフガニスタン、ウクライナとロシアなど紛争と戦争の只中にいる

方々の命が守られますように。すべての人々のいのちが尊重される自由と平和が実現しますように 

６、 ミャンマー･タイ、台湾地震、モロッコ、リビアの災害、トルコ・シリア大地震など自然災害で被災された方々の命と

日々の生活が守られますように。 

７、 子どもたちの心と体の成長が守られますように。 

８、 病の中にある方、療養中の方、その方々を支えておられるご家族のために。 

９、 困難の中にいる方々と共に生きるすべてのキリスト教会と信徒の信仰生活の守りのために。 

１０、 新会堂建築計画の導き。会堂建築委員会の働きのために。 

１１、 これからの神戸教会のために。教会員が共に語り合い、主の御心を求めることができますように。 

【連盟・連合・他教会の祈り】 

  ◆日本バプテスト連盟の全国311の教会・伝道所のために。26年2月第71回定期総会への準備のために。 

◆関西地方教会連合の３4教会のために。無牧師教会を覚えて。 

◆世界宣教の働き・国内外の伝道活動のために。世界バプテスト祈祷献金を覚えて。 

 

交
読 

 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書 

章
よ
り 

わ
た
し
の
魂
は
主
を
あ
が
め
、わ
た
し
の
霊
は
救
い
主
で
あ
る
神
を
喜
び
た
た
え
ま
す
。 

身
分

み
ぶ
ん

の
低
い

ひ
く

、
こ
の
主 し

ゅ

の
は
し
た
め
に
も
、
目 め

を
留
め
て

と

く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。 

今
か
ら
後
、い
つ
の
世
の
人
も
、わ
た
し
を
幸
い
な
者
と
言
う
で
し
ょ
う
、 

力 ち
か
ら

あ
る
方 か

た

が
、
わ
た
し
に
偉
大

い
だ
い

な
こ
と
を
な
さ
い
ま
し
た
か
ら
。 

そ
の
御
名
は
尊
く
、そ
の
憐
れ
み
は
代
々
に
限
り
な
く
、主
を
畏
れ
る
者
に
及
び
ま
す
。 

主 し
ゅ

は
そ
の
腕 う

で

で
力 ち

か
ら

を
振
る
い

ふ
る

、
思
い
上
が
る

お
も
い
あ

者 も
の

を
打
ち
散
ら
し

う
ち
ち

、 

権
力
あ
る
者
を
そ
の
座
か
ら
引
き
降
ろ
し
、身
分
の
低
い
者
を
高
く
上
げ
、 

飢
え
た

う

人 ひ
と

を
良
い

よ

物 も
の

で
満
た
し

み

、
富
め
る

と

者 も
の

を
空
腹

く
う
ふ
く

の
ま
ま
追
い
返
さ
れ
ま
す

お
い
か
え

。 
そ
の
僕
イ
ス
ラ
エ
ル
を
受
け
入
れ
て
、
憐
れ
み
を
お
忘
れ
に
な
り
ま
せ
ん
。 

わ
た
し
た
ち
の
先
祖

せ
ん
ぞ

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
そ
の
子
孫

し
そ
ん

に
対
し
て

た
い

と
こ
し
え
に
。 

 

 

１ 
 


